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(57)【要約】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであ
って、建物に固定可能であり、かつ、前記建物から外側
に延びる支持構造と、前記建物から延びるように前記支
持構造に搭載可能なデッキと、からなり、前記支持構造
は、前記支持構造が前記建物に固定されるときに、前記
支持構造の上面の少なくとも一部分が、前記建物の床面
と同じ高さにあるように、あるいは、前記建物の床面よ
り低くなるように構成されていることを特徴とする荷物
運搬用プラットフォームが提供される。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、
　建物に固定可能であり、かつ、前記建物から外側に延びる支持構造と、
　前記建物から延びるように前記支持構造に搭載可能なデッキと、
　からなり、
　前記支持構造は、前記支持構造が前記建物に固定されるときに、前記支持構造の上面の
少なくとも一部分が、前記建物の床面と同じ高さにあるように、あるいは、前記建物の床
面より低くなるように構成されていることを特徴とする荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２】
　前記支持構造は建物係合部分とデッキ支持部分とを備え、前記デッキ支持部分は前記建
物の前記床から外側に延びており、前記デッキ支持部分の上面は前記建物の前記床面と同
じ高さにあり、あるいは、前記建物の前記床面より低い位置にあることを特徴とする請求
項１に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項３】
　前記支持構造の前記デッキ支持部分の全体が前記床面と同じ高さにあり、あるいは、前
記床面より低い位置にあることを特徴とする請求項２に記載の荷物運搬用プラットフォー
ム。
【請求項４】
　前記支持構造は、前記建物係合部分の下面が前記床面の上にあるように、構成されてい
ることを特徴とする請求項２または３に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項５】
　前記建物係合部分及び前記デッキ支持部分は結合されていることを特徴とする請求項２
乃至４の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項６】
　前記支持構造は前記建物係合部分及び前記デッキ支持部分の間を鉛直方向に延びている
ことを特徴とする請求項５に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項７】
　前記建物支持構造は前記建物係合部分及び前記デッキ支持部分との間において階段状に
なっていることを特徴とする請求項５に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項８】
　前記建物係合部分は前記デッキ支持部分に溶接されていることを特徴とする請求項５乃
至７の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項９】
　前記建物係合部分は前記建物の床面にわたって、かつ、前記建物の前記床から外側に延
びており、前記デッキ支持部分は前記建物係合部分の下面に固定され、前記建物の前記床
の縁を突き出ていることを特徴とする請求項２に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１０】
　前記建物係合部分は前記建物の前記床面に係合している梁を備えており、前記デッキ支
持部分は、前記デッキ支持部分が前記建物係合部分より低くなるように前記建物係合部分
に係合している梁を備えることを特徴とする請求項２乃至９の何れか一項に記載の荷物運
搬用プラットフォーム。
【請求項１１】
　前記プラットフォームは荷物運搬用プラットフォームのモジュールをなしており、さら
に、複数個のプラットフォームが相互に隣接することにより前記荷物運搬用プラットフォ
ームを形成するように構成されていることを特徴とする請求項１乃至１０の何れか一項に
記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１２】
　複数個の荷物運搬用プラットフォームを相互に隣接させて配置するときに、前記デッキ
及び前記支持構造は前記複数個の荷物運搬用プラットフォームの各々にわたって延びる平
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坦なデッキ領域を形成することを特徴とする請求項１１に記載の荷物運搬用プラットフォ
ーム。
【請求項１３】
　前記デッキは固定デッキ部分と可動デッキ部分とを備えており、前記可動デッキ部分は
第一形態と第二形態とを取ることができ、前記第一形態においては、前記可動デッキ部分
は前記固定デッキ部分と並んで平坦なデッキプラットフォームを形成し、前記デッキプラ
ットフォームの周縁は前記デッキの荷物受け取り領域を形成しており、前記第二形態にお
いては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分との並びから外れ、前記デッキの前記
荷物受け取り領域を通過するアクセス用通路を形成するものであることを特徴とする請求
項１乃至１２の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１４】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、
　建物に固定可能である支持構造と、
　前記建物から延びるように前記支持構造に搭載可能なデッキと、
　からなり、
　前記デッキは固定デッキ部分と可動デッキ部分とを備えており、前記可動デッキ部分は
第一形態と第二形態とを取ることができ、前記第一形態においては、前記可動デッキ部分
及び前記固定デッキ部分は平坦なデッキプラットフォームを形成し、前記デッキプラット
フォームの周縁は前記デッキの荷物受け取り領域を形成しており、前記第二形態において
は、前記デッキの前記荷物受け取り領域を通過するアクセス用通路を形成するものである
ことを特徴とする荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１５】
　前記第一形態においては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分と並んで平坦なデ
ッキプラットフォームを形成し、前記第二形態においては、前記可動デッキ部分は前記固
定デッキ部分との並びから外れるように構成されていることを特徴とする請求項１４に記
載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１６】
　前記第一形態においては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分に沿って延びてお
り、前記第二形態においては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分を横切って延び
ていることを特徴とする請求項１５に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１７】
　前記可動デッキ部分はほぼ９０度の範囲で前記固定デッキ部分との並びから外れ、前記
固定デッキ部分から上方に延びることを特徴とする請求項１５または１６に記載の荷物運
搬用プラットフォーム。
【請求項１８】
　前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分に対してヒンジ止めされていることを特徴と
する請求項１５乃至１７の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項１９】
　前記第二形態においては、前記可動デッキ部分は後退し、前記荷物受け取り領域にアク
セス用通路を形成することを特徴とする請求項１４に記載の荷物運搬用プラットフォーム
。
【請求項２０】
　前記可動デッキ部分は前記第二形態において前記デッキ上に支持されていることを特徴
とする請求項１９に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２１】
　前記アクセス用通路は前記デッキの周縁から内側に突出していることを特徴とする請求
項１９または２０に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２２】
　前記可動デッキ部分は前記デッキに対してスライド可能であることを特徴とする請求項
１９乃至２１の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
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【請求項２３】
　前記可動デッキ部分は前記デッキに対して回動可能であることを特徴とする請求項１９
に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２４】
　前記デッキの周囲に沿って延びる側壁をさらに備えることを特徴とする請求項１４乃至
２３の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２５】
　前記可動デッキ部分は前記第一形態において前記側壁の一部をなすものであることを特
徴とする請求項２４に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２６】
　前記可動デッキ部分は前記第二形態において前記側壁の一部をなすものであることを特
徴とする請求項２４または２５に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項２７】
　前記アクセス用通路はクレーンのロープが前記荷物受け取り領域を通過可能な形状を有
していることを特徴とする請求項１４乃至２６の何れか一項に記載の荷物運搬用プラット
フォーム。
【請求項２８】
　前記デッキは、前記デッキが前記建物の床と同一平面上にあるように前記床に搭載可能
であることを特徴とする請求項１４乃至２７の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフ
ォーム。
【請求項２９】
　荷物運搬用プラットフォームであって、
　建物に固定可能である支持構造と、
　前記建物から延びるように構成され、かつ、前記支持構造に搭載可能なデッキと、
　からなり、
　前記デッキはその縁において切り欠きを有しており、この切り欠きにより前記デッキを
通過するアクセス用通路が形成されることを特徴とする荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項３０】
　前記切り欠きは前記デッキの先端に形成されていることを特徴とする請求項３１に記載
の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項３１】
　前記切り欠きはクレーンのロープがアクセス可能になるようにするものであることを特
徴とする請求項３１または３２に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項３２】
　荷物を建物に搬送する方法であって、
　請求項１乃至３１の何れか一項に記載の荷物運搬用プラットフォームを複数個用意する
過程と、
　前記建物の複数階にわたって前記荷物運搬用プラットフォームを鉛直方向に並べる過程
と、
　前記荷物を受け取るための荷物運搬用プラットフォームを選択する過程と、
　前記荷物運搬用プラットフォームのデッキの少なくとも一部を選択した前記荷物運搬用
プラットフォームの上方に移動させる過程と、
　選択した前記荷物運搬用プラットフォームに前記荷物を運び入れる過程と、
　を備える方法。
【請求項３３】
　複数個の荷物運搬用プラットフォームからなる荷物運搬用プラットフォーム組み立て体
であって、前記荷物運搬用プラットフォームは請求項１乃至３１の何れか一項に記載の荷
物運搬用プラットフォームであり、前記荷物運搬用プラットフォームは相互に隣接して配
置されている荷物運搬用プラットフォーム組み立て体。
【請求項３４】
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　前記デッキ及び前記荷物運搬用プラットフォームの前記支持構造は平坦なデッキ領域を
形成しており、前記デッキ領域は前記複数個の荷物受け取り領域の各々にわたって延びて
いることを特徴とする請求項３３に記載の荷物運搬用プラットフォーム組み立て体。
【請求項３５】
　前記デッキは幅と長さとを有しており、前記長さは前記幅と直交し、かつ、前記幅より
大きく、
　前記荷物運搬用プラットフォームは、使用時に、前記デッキが前記支持構造により支持
されつつ前記建物から延びるように構成されており、前記デッキは前記デッキの前記幅が
前記デッキの延びる方向にあるような向きに設定されていることを特徴とする請求項３３
または３４に記載の荷物運搬用プラットフォーム組み立て体。
【請求項３６】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、
　建物に固定可能である支持構造と、
　荷物を受け取るデッキと、
　からなり、
　前記デッキは前記支持構造に搭載可能であり、前記デッキは幅と長さを有しており、前
記長さは前記幅と直交し、かつ、前記幅よりも大きく、
　前記荷物運搬用プラットフォームは、使用時に、前記デッキが前記支持構造に支持され
た状態で前記建物から延びるように構成されており、前記デッキは、前記デッキの幅が前
記デッキが延びる方向にあるような向きになっていることを特徴とする荷物運搬用プラッ
トフォーム。
【請求項３７】
　前記デッキは前記支持構造に固定されていることを特徴とする請求項３６に記載の荷物
運搬用プラットフォーム。
【請求項３８】
　前記支持構造は前記建物の床に搭載されていることを特徴とする請求項３６または３７
に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【請求項３９】
　前記支持構造は前記建物の二つの床の間に搭載されていることを特徴とする請求項３６
または３８に記載の荷物運搬用プラットフォーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は建設業界用の荷物運搬用プラットフォームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　荷物運搬用プラットフォームは、例えば、複数階の建物の建築時において、建物の各階
に荷物を運搬するために使用される（すなわち、建物の建築時に使用される）。一般的に
は、建物の各階にはプラットフォームが設置されており、このプラットフォームは建物の
各階の床に片持ち梁式に支持されている。一般的には、これらのプラットフォームは相互
に上下方向に重なり合っている。建物の外部の開口部分を最小にすることができるからで
ある。
【０００３】
　荷物を最上階に引き上げるためには、オペレータは、単に、例えば、クレーンを用いて
荷物を最上階に引き上げれば、この荷物はその建物の作業員によって最上階から任意の場
所に運び出すことができる。しかしながら、その荷物を低層階（例えば、最上階より下の
階）に持ち込む必要がある場合には、その低層階の上方にある荷物運搬用プラットフォー
ムがクレーンの邪魔になり、低層階への荷物の運搬を阻害する。
【０００４】
　そこで、荷物運搬用プラットフォームにはローラーが付いているものもあり、このロー
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ラーにより荷物運搬用プラットフォームは建物の内部にスライドすることが可能になって
いる。目的のプラットフォームに荷物を載せるためには、目的のプラットフォームより上
方にあるプラットフォームを（例えばスライド機構により）建物の内部に移動させること
により、目的のプラットフォーム上にクレーンで荷物を載せることが可能になる。
【０００５】
　ここで、一つの問題は、そのようなスライド機構またはローラーは重く、かつ、高価で
あるという点である。重量が大きいと、プラットフォームに取り付けることが困難であり
、プラットフォームを移動させることが難しくなり、プラットフォームを片持ち梁で支持
するときに、そのプラットフォームを支持するための支持機構が大きくなり、さらに、建
物の床に置く錘が大きくなる（特に、支持機構の上の階の床に置く錘。通常は、その床の
許容荷重はそのような錘を想定していない）。スライド機構には安全上の問題がある。例
えば、プラットフォームを設置するときに、作業員が（スライド機構がスライドすること
を防止するために）スライド機構をロックすることを忘れることがあり得る。そのような
場合、プラットフォームを設置している間、支持機構から離れる方向にプラットフォーム
のデッキを短時間の間にスライドさせておくことが可能である（すなわち、プラットフォ
ームのデッキはクレーンによって、建物のその階に吊り上げられているので）。デッキが
スライドする通路にいる作業員は大怪我をするおそれがある。
【０００６】
　本明細書において何らかの先行技術が言及されていたとしても、それは、オーストラリ
ア及びその他の国において、その先行技術が本発明の分野における一般的な知識の一部を
構成することを許容するものではない。
【発明の概要】
【０００７】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能であり、か
つ、前記建物から外側に延びる支持構造と、前記建物から延びるように前記支持構造に搭
載可能なデッキと、からなり、前記支持構造は、前記支持構造が前記建物に固定されると
きに、前記支持構造の上面の少なくとも一部分が、前記建物の床面と同じ高さにあるよう
に、あるいは、前記建物の床面より低くなるように構成されていることを特徴とする荷物
運搬用プラットフォームが開示される。
【０００８】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームはほぼ平坦な荷物受け取り領域を安価に提供
することができる。
【０００９】
　さらに、建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能で
ある支持構造と、前記建物から延びるように前記支持構造に搭載可能なデッキと、からな
り、前記デッキは固定デッキ部分と可動デッキ部分とを備えており、前記可動デッキ部分
は第一形態と第二形態とを取ることができ、前記第一形態においては、前記可動デッキ部
分及び前記固定デッキ部分は平坦なデッキプラットフォームを形成し、前記デッキプラッ
トフォームの周縁は前記デッキの荷物受け取り領域を形成しており、前記第二形態におい
ては、前記デッキの前記荷物受け取り領域を通過するアクセス用通路を形成するものであ
ることを特徴とする荷物運搬用プラットフォームが開示される。
【００１０】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームは、荷物運搬用プラットフォーム間の荷物の
移動に適したプラットフォームを安価に提供することができる。
【００１１】
　さらに、荷物を建物に搬送する方法であって、荷物運搬用プラットフォームを複数個用
意する過程と、前記建物の複数階にわたって前記荷物運搬用プラットフォームを鉛直方向
に並べる過程と、前記荷物を受け取るための荷物運搬用プラットフォームを選択する過程
と、前記荷物運搬用プラットフォームのデッキの少なくとも一部を選択した前記荷物運搬
用プラットフォームの上方に移動させる過程と、選択した前記荷物運搬用プラットフォー
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ムに前記荷物を運び入れる過程と、を備える方法が開示される。
【００１２】
　さらに、建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能で
ある支持構造と、荷物を受け取るデッキと、からなり、前記デッキは前記支持構造に搭載
可能であり、前記デッキは幅と長さを有しており、前記長さは前記幅と直交し、かつ、前
記幅よりも大きく、前記荷物運搬用プラットフォームは、使用時に、前記デッキが前記支
持構造に支持された状態で前記建物から延びるように構成されており、前記デッキは、前
記デッキの幅が前記デッキが延びる方向にあるような向きになっていることを特徴とする
荷物運搬用プラットフォームが開示される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　図面を参照して、単なる一例としての実施例を以下に説明する。
【図１】建物の内部に荷物を運び込むシステムの側面図である。
【図２Ａ】本発明の第一実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの第一形態における斜
視図である。
【図２Ｂ】本発明の第一実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの第一形態における平
面図である。
【図２Ｃ】本発明の第一実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの第二形態における斜
視図である。
【図２Ｄ】本発明の第一実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの第二形態における平
面図である。
【図２Ｅ】第一実施例における支持機構の斜視図である。
【図３Ａ】本発明の第二実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの平面図である。
【図３Ｂ】本発明の第二実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの平面図である。
【図３Ｃ】本発明の第二実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの平面図である。
【図４】本発明の第三実施例に係る荷物運搬用プラットフォームを示す。
【図５】本発明の第四実施例に係る荷物運搬用プラットフォームを示す。
【図６】本発明の第五実施例に係る荷物運搬用プラットフォームを示す。
【図７】本発明の第六実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの斜視図である。
【図８】図７に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の斜視図である。
【図９】図７に示した荷物運搬用プラットフォームの平面図である。
【図１０】図７に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の平面図である。
【図１１】は図７に示した荷物運搬用プラットフォームの側面図である。
【図１２】図７に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の側面図である。
【図１３】本発明の本発明の第七実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの斜視図であ
る。
【図１４】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の斜視図である
。
【図１５】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の斜視図である
。
【図１６】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームの平面図である。
【図１７】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の平面図である
。
【図１８】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の側面図である
。
【図１９】図１３に示した荷物運搬用プラットフォームを持ち上げた状態の正面図である
。
【図２０】本発明の第八実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの斜視図である。
【図２１】本発明の第九実施例に係る荷物運搬用プラットフォームの斜視図である。
【詳細な説明】
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【００１４】
　以下の詳細な説明においては、この詳細な説明の一部をなしている図面を参照する。以
下の詳細な説明において述べるとともに、図面に図示され、さらに、請求の範囲に記載さ
れている実施例は限定的なものではない。本発明の範囲を逸脱しない範囲において、他の
実施例及び他の変更も本発明の範囲に含まれる。本明細書に記載され、さらに、図面に図
示されている本発明は、広範囲において、配置変え、置換、組み合わせまたは分離するこ
とが可能であり、それらは何れも本発明に含まれるものである。
【００１５】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能であり、か
つ、前記建物から外側に延びる支持構造と、前記建物から延びるように前記支持構造に搭
載可能なデッキと、からなり、前記支持構造は、前記支持構造が前記建物に固定されると
きに、前記支持構造の上面の少なくとも一部分が、前記建物の床面と同じ高さにあるよう
に、あるいは、前記建物の床面より低くなるように構成されていることを特徴とする荷物
運搬用プラットフォームが開示される。
【００１６】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、建物の床から外側に
建物の周縁を越えて延びるほぼ平坦な面が提供される。障害や危険性は少なくなっており
、安全性や荷物運搬のコストに利点がある。
【００１７】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造は建物
係合部分とデッキ支持部分とを備え、前記デッキ支持部分は前記建物の前記床から外側に
延びており、前記デッキ支持部分の上面は前記建物の前記床面と同じ高さにあり、あるい
は、前記建物の前記床面より低い位置にある。
【００１８】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造の前記
デッキ支持部分の全体が前記床面と同じ高さにあり、あるいは、前記床面より低い位置に
ある。
【００１９】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造は、前
記建物係合部分の下面が前記床面の上にあるように、構成されている。
【００２０】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記建物係合部分及
び前記デッキ支持部分は結合されている。
【００２１】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造は前記
建物係合部分及び前記デッキ支持部分の間を鉛直方向に延びている。
【００２２】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記建物支持構造は
前記建物係合部分及び前記デッキ支持部分との間において階段状になっている。
【００２３】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記建物係合部分は
前記デッキ支持部分に溶接されている。例えば、構造体の全体溶接とすることができる。
強化部材を用いて結合部分を強化することも可能である。
【００２４】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記建物係合部分は
前記建物の床面にわたって、かつ、前記建物の前記床から外側に延びており、前記デッキ
支持部分は前記建物係合部分の下面に固定され、前記建物の前記床の縁を突き出ている。
【００２５】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記建物係合部分は
前記建物の前記床面に係合している梁を備えており、前記デッキ支持部分は、前記デッキ
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支持部分が前記建物係合部分より低くなるように前記建物係合部分に係合している梁を備
える。
【００２６】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記プラットフォー
ムは荷物運搬用プラットフォームのモジュールをなしており、さらに、複数個のプラット
フォームが相互に隣接することにより前記荷物運搬用プラットフォームを形成するように
構成されている。
【００２７】
　さらに、建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能で
ある支持構造と、前記建物から延びるように前記支持構造に搭載可能なデッキと、からな
り、前記デッキは固定デッキ部分と可動デッキ部分とを備えており、前記可動デッキ部分
は第一形態と第二形態とを取ることができ、前記第一形態においては、前記可動デッキ部
分及び前記固定デッキ部分は平坦なデッキプラットフォームを形成し、前記デッキプラッ
トフォームの周縁は前記デッキの荷物受け取り領域を形成しており、前記第二形態におい
ては、前記デッキの前記荷物受け取り領域を通過するアクセス用通路を形成するものであ
ることを特徴とする荷物運搬用プラットフォームが開示される。
【００２８】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記第一形態におい
ては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分に沿って延びており、前記第二形態にお
いては、前記可動デッキ部分は前記固定デッキ部分を横切って延びている。
【００２９】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記可動デッキ部分
はほぼ９０度の範囲で前記固定デッキ部分との並びから外れ、前記固定デッキ部分から上
方に延びる。
【００３０】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、可動デッキ部分はデ
ッキ全体から構成されている。
【００３１】
　アクセス用通路によって、クレーンのロープ及び／または荷物が荷物受け取り領域を通
過することが可能になる。可動の部分を設けるだけで、荷物運搬用プラットフォームの重
量及びコストを減らすことが可能である（デッキの全体を建物の中にスライドさせる構造
と比較して）。重量が減少することにより、作業員にとっては、より短時間で、かつ、よ
り容易に荷物受け取り領域にアクセス用通路を形成することが可能になる。
【００３２】
　さらに、建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームが開示される。この荷物運搬
用プラットフォームは、建物に固定可能である支持構造と、前記建物から延びるように前
記支持構造に搭載可能なデッキと、からなる。前記デッキは第一形態と第二形態とを取る
ことができ、前記第一形態においては、前記デッキは荷物を受け取るための荷物受け取り
領域を形成し、前記第二形態においては、前記デッキの可動部分が移動し、前記荷物受け
取り領域を通過する。
【００３３】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記可動デッキ部分
は前記第二形態において前記デッキ上に支持されている。このように、第二形態において
は、建物内の空間はデッキ（または、デッキの一部）によっては干渉されない。
【００３４】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、アクセス用通路はデ
ッキの先端に位置している。
【００３５】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、可動部分はデッキに
対してスライド可能に形成される。例えば、可動部分は、ホィール、トラック、レールな
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どによってスライドする。
【００３６】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記可動部分は前記
デッキに対して回動可能である。可動部分は、相互に、かつ、デッキに対して回動可能な
複数個の部品から構成することができる。すなわち、可動部分は折り曲げられることによ
り移動する。あるいは、可動部分はドアのように（内側または外側に）回転するようにす
ることも可能である。
【００３７】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記デッキの周囲に
沿って延びる側壁をさらに備える。これにより、作業員に対する安全策が確保され、さら
に、デッキから物が落下することを防止することもできる。側壁の一個または複数個の部
分（例えば、デッキの先端における部分）は取り外し可能にすることができ、あるいは（
例えばヒンジを設けることで）移動可能にすることができ、これにより、荷物受け取り領
域に対する（荷物の）アクセスがより容易になる。
【００３８】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記可動デッキ部分
は前記第一形態において前記側壁の一部をなす。
【００３９】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記可動デッキ部分
は前記第二形態において前記側壁の一部をなす。
【００４０】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームは、さらに第一後退位置と第二位置との間に
おいて可動である一個または複数個のドアを備えることができる。第二位置においては、
一個または複数個のドアは側壁と後退可能な位置との間を延びている。これにより、荷物
運搬用プラットフォームが第二形態にあるときに、作業員に対して（恒久的な）安全策を
施すことができる。これらのドアはヒンジを介して側壁に取り付けることができる。
【００４１】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、アクセス用通路によ
って、クレーンのロープが荷物受け取り領域を通過することができるようにすることがで
きる。
【００４２】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、デッキは、当該デッ
キが建物の床と同一平面上にあるように、建物の床に搭載することもできる。上述したよ
うに、これによって、建物内部の空間を占有する大きなランプを形成する必要をなくすこ
とができる。例えば、デッキは床と同じ高さにしてもよく、あるいは、搭載したときに床
から６乃至１２ｍｍ高くなるようにすることもできる。
【００４３】
　さらに、荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能である支持構造と、前
記建物から延びるように構成され、かつ、前記支持構造に搭載可能なデッキと、からなり
、前記デッキはその縁において切り欠きを有しており、この切り欠きにより前記デッキを
通過するアクセス用通路が形成されることを特徴とする荷物運搬用プラットフォームが開
示される。
【００４４】
　この切り欠きは、荷物がデッキ上に搬送されたときにその荷物が当該切り欠きに係合す
る（すなわち、切り欠きの片側によって支持される）ような大きさ及び位置に設定される
。例えば、この切り欠きはデッキの先端の縁のほぼ中央に位置し、その縁に沿って延びる
。切り欠きの長さは荷物の長さよりも短い（荷物が切り欠きを越えるようにするためであ
る）。
【００４５】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記切り欠きは前記
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デッキの先端に形成されている。
【００４６】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記切り欠きはクレ
ーンのロープがアクセス可能になるようにするものである。
【００４７】
　さらに、荷物を建物に搬送する方法であって、上述の荷物運搬用プラットフォームを複
数個用意する過程と、前記建物の複数階にわたって前記荷物運搬用プラットフォームを鉛
直方向に並べる過程と、前記荷物を受け取るための荷物運搬用プラットフォームを選択す
る過程と、前記荷物運搬用プラットフォームの前記可動部分を選択した前記荷物運搬用プ
ラットフォームの上方に後退させる過程と、選択した前記荷物運搬用プラットフォームに
前記荷物を運び入れる過程と、を備える方法が開示される。
【００４８】
　本発明の一実施例においては、プラットフォーム（上述の形態の何れでもよい）は荷物
運搬用プラットフォーム組み立て体のモジュールとして提供される。この場合、複数個の
プラットフォームを相互に隣接して配置し、荷物運搬用プラットフォーム組み立て体を形
成することが可能である。複数個の荷物運搬用プラットフォームを相互に隣接して配置す
る場合、デッキ及び支持構造は各荷物運搬用プラットフォームにわたって延びる平坦なデ
ッキ領域を形成する。
【００４９】
　さらに、複数個の荷物運搬用プラットフォームからなる荷物運搬用プラットフォーム組
み立て体であって、前記荷物運搬用プラットフォームは相互に隣接して配置されている荷
物運搬用プラットフォーム組み立て体が開示される。
【００５０】
　本発明の一実施例においては、前記組み立て体における前記デッキ及び前記荷物運搬用
プラットフォームの前記支持構造は平坦なデッキ領域を形成しており、前記デッキ領域は
前記複数個の荷物運搬用プラットフォームの各々にわたって延びている。
【００５１】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォーム組み立て体の一実施例においては、前記デッ
キは幅と長さとを有しており、前記長さは前記幅と直交し、かつ、前記幅より大きく、前
記荷物運搬用プラットフォームは、使用時に、前記組み立て体の前記デッキが前記支持構
造により支持されつつ前記建物から延びるように構成されており、前記デッキは前記デッ
キの前記幅が前記デッキの延びる方向にあるような向きに設定されている。
【００５２】
　建設工事に使用する荷物運搬用プラットフォームであって、建物に固定可能である支持
構造と、荷物を受け取るデッキと、からなり、前記デッキは前記支持構造に搭載可能であ
り、前記デッキは幅と長さを有しており、前記長さは前記幅と直交し、かつ、前記幅より
も大きく、前記荷物運搬用プラットフォームは、使用時に、前記デッキが前記支持構造に
支持された状態で前記建物から延びるように構成されており、前記デッキは、前記デッキ
の幅が前記デッキが延びる方向にあるような向きになっていることを特徴とする荷物運搬
用プラットフォームが開示される。
【００５３】
　デッキのこのような向きにすることによって、デッキの片持ち梁の長さを短縮すること
ができる。これにより、デッキから支持構造へ、ひいては、支持構造から建物へ通過する
荷重の移動距離をも減少させることができる。
【００５４】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記デッキは前記支
持構造に固定されている。すなわち、デッキには、デッキを建物の内部にスライドさせる
ためのスライド機構を設ける必要がない。これにより、荷物運搬用プラットフォームの重
量及び複雑さを減少させることができる。
【００５５】
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　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造は前記
建物の床に搭載されている。
【００５６】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、前記支持構造は前記
建物の二つの床の間に搭載されている。
【００５７】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、デッキは、建物と平
行な向きになっている荷物を受け取ることができるように構成することができる。
【００５８】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォームの一実施例においては、デッキは、当該デッ
キが建物の床と同一平面上にあるように、建物の床に搭載することもできる。これにより
、建物からデッキに移るためのランプを設ける必要性をなくすことができる。デッキと建
物との間に顕著な高さの差がある場合には、デッキに移るための比較的大きなランプを設
けることが必要になる。本実施例によれば、建物内部の貴重な空間を無駄に使うことを防
止できる。
【００５９】
　図１はシステム１００を示しており、システム１００は、建物１１４の各階に鉛直方向
に並べられた複数の荷物運搬用プラットフォーム１１０を備えている。各荷物運搬用プラ
ットフォーム１１０は、建物１１４に固定可能な支持機構１１２と、支持機構１１２に搭
載可能なデッキ１１６と、を備えている。各デッキ１１６は、幅Ｗと、幅Ｗより長い長さ
（図では明らかではない）とを有している。デッキ１１６は支持機構１１２に支持され、
建物１１４の外縁から（例えば、片持ち梁式に）延びている。各デッキ１１６の向きは、
幅Ｗがデッキ１１６の延びる方向の長さであり、長さＬが建物１１４の外縁と平行である
ようになっている。すなわち、デッキ１１６は、建物１１４の正面（各デッキ１１６は建
物１１４の正面から片持ち梁式に延びている）とほぼ平行になるような向きになっている
。
【００６０】
　各デッキ１１６は第一及び第二形態を取ることができる。第一形態においては、デッキ
１１６は、荷物１２０を受け取るための荷物受け取り領域１１８を形成する。第二形態に
おいては、デッキ１１６の可動部分１２２が後退し、荷物受け取り領域１１８（例えば、
荷物受け取り領域１１８の外側）にわたってアクセス用通路１２４を形成する。
【００６１】
　図１に示すように、荷物１２０は、上層階の各プラットフォーム１１０を建物１１４の
内部にスライドさせることなく、建物１１４の低層階（最上階を除く任意の階）に運び入
れることができる。図１に示すプラットフォーム１１０はスライド不能に形成されており
、プラットフォーム１１０の全体を建物１１４の内部に移動させることを可能にする機構
を備えていない。すなわち、デッキ１１６は支持機構１１２に対して搭載されるときに、
支持機構１１２に対して固定される。このため、例えば、クレーンを用いて低層階の荷物
運搬用プラットフォーム１１０にアクセスするために、荷物運搬用プラットフォーム１１
０には可動部分１２２が設けられている。
【００６２】
　稼働時には、上層階のプラットフォーム１１０（荷物１２０を運び入れるプラットフォ
ーム１１０（荷物運び入れ階）より上にある全てのプラットフォーム１１０）の各可動部
分１２２は後退する。可動部分１２２が移動することにより形成される、荷物受け取り領
域１１８における開口部すなわちアクセス用通路１２４は、クレーンのロープ１２６が入
れる空間を形成する大きさ及び形状を有している。このため、例えば、荷物運搬用プラッ
トフォーム１１０の先端より先にある軸に沿ってクレーンを介して荷物１２０を（荷物運
び入れ階に）降ろすことが可能であり、さらに、ロープ１２６が上層階の各プラットフォ
ーム１１０の（可動部分１２２の後退により形成された）アクセス用通路１２４を通過す
るようにして、荷物１２０を建物１１４に向けて横方向に移動させることも可能である。
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その後、荷物１２０は荷物運び入れ階にある荷物運搬用プラットフォーム１１０のデッキ
１１６の荷物受け取り領域１１８の中に置かれ、その階の作業員がその荷物を（例えば、
自らの手で、あるいは、トロリー、パレットジャッキ、フォークリフトなどを用いて）扱
うことが可能になる。
【００６３】
　本発明に係る荷物運搬用プラットフォーム２１０の一実施例が図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ及び
２Ｄにより詳細に示されている。プラットフォーム２１０は、建物２１４に固定されるよ
うになっている支持機構２１２と、支持機構２１２に搭載され、建物２１４に片持ち梁式
に支持されるデッキ２１６と、を有している。
【００６４】
　図２Ｅには、支持機構２１２のみが示されている（すなわち、デッキ２１６を除いた状
態で）。支持機構２１２はロール加工された二つの鉄鋼ジョイント２２８を有している。
二つの鉄鋼梁２１８は相互に隔置され、相互に平行である。鉄鋼梁２２８は建物２１４の
床の縁に直交する方向に延びている。各鉄鋼梁２２８の一部分は建物２１４の縁から延び
ており、建物２１４の床に対して片持ち梁になっている。長手方向梁２３２と横方向梁２
３４とからなるフレームが二つの鉄鋼梁２２８の片持ち梁式に支持された部分の間におい
て片持ち梁式に支持された部分の下側に（例えば、溶接またはボルトにより）固定され、
デッキのベース機構２３０を形成している。使用時には、長手方向梁２３２によって形成
されているベース機構２３０の内側（建物２１４に向いている側）が建物２１４の床の外
縁に接している。このような構成により、（ベース機構２３０に固定するときに）デッキ
２１６の上側表面が建物２１４の床の上側表面と同一面内に位置し、建物２１４とデッキ
２１６との間の隙間は最小化される。
【００６５】
　各鉄鋼梁２２８の基端（建物の内側の端部）には支柱２３６が固定されている。各支柱
２３６は鉄鋼梁２２８の端部と一つ上の階の下側表面との間を延びている。片持ち梁式に
支持されたデッキ２１６の重量（及びデッキ２１６上のあらゆる荷重）により生じる下向
きの力は支柱２３６を介して上の階の床に上向きに伝達される。支柱２３６は、伸縮自在
のネジ式ジャッキ、油圧式シリンダー、あるいは、荷重を上の階の床に伝達させるあらゆ
る手段として構成することができる。荷重の一部は、支持機構２１２が設けられている建
物２１４の床に対して、追加的に、または、選択的に、下向きに伝達されることがあり得
る。このような荷重の一部は、鉄鋼梁２２８を建物２１４の床に取り付けているクランク
釘２３８ａやボルト２３８ｂによって伝達させることができる。クランク釘２３８ａやボ
ルト２３８ｂは、例えば、上の階の床がないような場合（例えば、屋根である場合）に使
用される。したがって、クランク釘２３８ａやボルト２３８ｂは、支柱２３６の代わりに
用いることができる。
【００６６】
　図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ及び２Ｄを再び参照すると、デッキ２１６は長さＬと幅Ｗとを有し
ている。長さＬは幅Ｗより大きい。図から明らかであるように、使用時におけるデッキ２
１６の向きは、幅Ｗが建物２１４からデッキ２１６が延びる方向の長さであり、長さＬ（
幅Ｗと直交）は建物２１４の側縁と同方向の長さである。
【００６７】
　上述したように、デッキ２１６は第一形態及び第二形態を取ることができるようになっ
ている。図２Ａ及び２Ｂに示す第一形態においては、デッキ２１６は荷物２２０を受け取
るための荷物受け取り領域を形成する。この荷物受け取り領域はほぼ長方形であり、その
大部分が建物２１４の床の延長部分を形成しており、例えば、クレーンによる上方からの
荷物２２０の受け取りを可能にしている。そのような荷物２２０を受け取るため、デッキ
２１６は、支持機構２１２のベース機構２３０に固定されている平面ベース２４０（例え
ば、シート状の金属から形成されている）を備えている。
【００６８】
　安全を考慮して、デッキ２１６は、１個の前壁２４２（デッキ２１６の先端を横断して
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延びている）と、相互に平行な２個の側壁２４４とを有している。側壁２４４は支持機構
２１２の鉄鋼梁２２８に沿って建物２１４の内部に延びている。図２Ａ及び２Ｂにおいて
は、前壁２４２及び側壁２４４はシート状の金属で形成されているが、メッシュ状または
ネット状の鉄鋼（プラットフォームの重量をより軽減可能である）などの他の材料で形成
することも可能である。
【００６９】
　デッキ２１６は、鉛直部分２４６及び水平部分２４８を有するＬ字型の可動部分２２２
を備えている。第一形態においては、可動部分２２２の鉛直部分２４６はデッキ２１６の
前壁２４２の中央部分を形成している。可動部分２２２の水平部分２４８は、デッキ２１
６の平面ベース２４０の一部を形成している。可動部分２２２はデッキ２１６の平面ベー
ス２４０とスライド可能に係合しており、このため、第一形態の位置から第二形態の位置
まで後退することが可能である。可動部分２２２と平面ベース２４０との係合は、ローラ
ー、ソリ状の機構（すなわち、低摩擦の面を用いることである）、ホィール、レールなど
を用いて行うことも可能である。あるいは、可動部分２２２は横方向にスライド可能であ
るように構成することも可能である。
【００７０】
　図２Ｃ及び２Ｄに示す第二形態においては、デッキ２１６の可動部分２２２は後退し（
例えば、スライドすることにより）、デッキ２１６（すなわち、デッキ２１６により形成
される荷物受け取り領域）の先端のほぼ中央にアクセス用通路２１４を形成する。これに
より、可動部分２２２の水平部分２４８はデッキ２１６の上に位置し（かつ、デッキ２１
６により支持され）、鉛直部分２４６はデッキ２１６の前壁２４４からずれることになる
。可動部分２２２の位置及びベース機構２３０のフレームの空間は、第二形態において、
デッキに空間が形成されるように設定されている（第一形態においては、この空間は可動
部分２２２の水平部分２４８に覆われている）。この空間はベース機構２３０の横方向梁
２３４間の空間により形成されているものである。この空間によりデッキ２１６にアクセ
ス用通路２２４が形成される。この空間はクレーン（または他の吊り上げ装置）のロープ
２２６を受け入れることができる形状及び大きさに設定されている。
【００７１】
　安全を考慮して、デッキ２１６には、可動部分２２２の両側にドア２５０が設けられて
いる。ドア２５０はデッキ２１６の前壁２４２にヒンジを介して結合されており、第二形
態においては、ドア２５０は、前壁２４２と可動部分２２２の鉛直部分２４６との間に形
成される空間にわたって延びるようにヒンジで結合させることも可能である。デッキには
ロック機構を設け、第一形態及び／または第二形態における所定の位置にドア２５０をロ
ックすることも可能である（例えば、空間の回りに回動する場合やデッキ２１６の前壁２
４２と平行になるように配置された場合などに）。
【００７２】
　上述したように、デッキ２１６に形成される空間（この空間によりアクセス用通路２２
４が形成される）は、クレーンまたは吊り上げ装置のロープ２２６が通過できるような大
きさ及び形状に設定されている。このため、プラットフォーム２１０の全体が建物２１４
の内部に後退することは必要ではなく、この結果、プラットフォーム２１０の剛性をより
高くしつつ、プラットフォーム２１０をより軽くすることができる（スライド機構を形成
する必要がないので）。
【００７３】
　図３Ａ、３Ｂ及び３Ｃには他の形態のプラットフォーム３１０が示されている。この形
態においては、可動部分３２２は、スライド機構に代えて、折り曲げ機構によりデッキ１
６と係合する。可動部分３２２は、水平部分３４８と鉛直部分３４６とを備えており、両
者はヒンジを介して相互に連結されている。水平部分３４８はデッキ３１６のベース３４
０とヒンジを介して結合されている。可動部分３２２を後退可能にするため、鉛直部分３
４６は可動部分３２２の水平部分３４８上に折り返し可能であるように（すなわち、水平
部分３４８上に重なるように）ヒンジで止められている（図３Ｂを参照）。次いで、図３
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Ｃに示すように、水平部分３４８はヒンジを中心として上方に折り曲げられ、水平部分３
４８と鉛直部分３４６の双方がほぼ鉛直方向を向くようにする（すなわち、デッキ３１６
の壁を形成する）。前述の実施例と同様に、ヒンジで接続されたドア３５０が設けられて
おり、ドア３５０は、デッキの前壁３４２と可動部分３４２が形成する壁との間に形成さ
れる空間にわたって延びるように、回動可能である。ロック機構を設け、各構成要素を第
一及び第二形態の所定の位置にロックするようにすることも可能である。折り曲げ機構に
より、可動部分３２２を横方向に（すなわち、建物に向かう方向に代えて）折り曲げるよ
うにすることも可能である。
【００７４】
　図４に示す実施例は図２Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄ及び２Ｅに示した実施例と比較して、可
動部分４２２がデッキ４１６の前壁４４２にヒンジを介して結合されていること、可動部
分４２２が回動してデッキ４１６にアクセス用通路４２４を形成することが相違している
。本実施例においては、ドア４５０（ドア４５０はヒンジを介して前壁に結合されている
）は相互にヒンジを介して横方向に連結可能である二つの部分を有しており、この二つの
部分によって、第二形態におけるデッキ４１６のアクセス用通路の空間の二つの側部を形
成する壁部が形成されている。第二形態における可動部分の鉛直部分は前壁４４２に直交
しており、さらに、ドア４５０と前壁４４２との間に形成される空間にわたって延びてい
る。
【００７５】
　図５に示す実施例は可動部分を備えていない。その代わりに、常時開いているアクセス
用通路５２４を備えている。
【００７６】
　このアクセス用通路５２４はデッキ５１６において半円形の切り欠き形状をなしており
、荷物５２０がデッキ５１６の荷物受け取り領域に運び入れられたときに、アクセス用通
路５２４（アクセス用通路５２４は空間の一方の側に支持されている）の全長を覆うこと
ができる大きさを有している。この実施例は上述の実施例よりも軽量であり、複雑ではな
く、安価ではあるが、デッキ５１６に形成された切り欠きの全長を覆うほどには大きくな
い荷物５２０の受け入れには適していない可能性がある。デッキ５１６には、デッキ５１
６に形成されたアクセス用通路５２４の周囲に沿って延びるように回動可能なドア５５０
が設けられている。切り欠きの形状が半円形であるため、ドア５５０には複数個のヒンジ
取り付け箇所が設けられており、これにより、切り欠きの曲線形状に合うようになってい
る。ドア５５０を可撓性材料で形成することも可能であり、これによって、より緊密に曲
線形状に合わせることができる。
【００７７】
　図６に示す実施例は図５に示した実施例の変形例である。デッキ６１６には、半円形の
切り欠きに代えて、矩形形状の切り欠きが形成されている（矩形形状の切り欠きによりア
クセス用通路６２４が形成されている）。切り欠きの片方の側には二つのドア６５０が設
けられており、第二形態における切り欠きの周囲に沿って並んでいる。一方のドア６５０
の中央にはヒンジが設けられており、矩形形状の切り欠きの両側の周囲に沿って延びるよ
うになっている。
【００７８】
　図７乃至１２には他の実施例に係る荷物運搬用プラットフォーム７１０が示されている
。プラットフォーム７１０は、建物７１４に固定可能な支持機構７１２と、支持機構７１
２に搭載可能であり、建物７１４に対して片持ち梁で支持されるデッキ７１６と、を備え
ている。
【００７９】
　支持機構７１２は、相互に離れ、相互に平行な二つの支持部材７１８を有しており、こ
の支持部材７１８は建物７１４の床の縁に直交する方向に延びている。各支持部材７１８
のデッキ支持部分７２０は建物７１４の縁から建物７１４の床を越えて延びている。支持
部材７１８は建物係合部分７２２を有しており、建物係合部分７２２は建物７１４の床に
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沿って延び、支持機構７１２を建物に対しての所定の位置に保持している。デッキ支持部
分７２０は建物係合部分７２２と係合している。この係合は、例えば、溶接によりなされ
る。例えば、構造体の全体溶接とすることができる。係合領域７２４には支持部材におい
て階段状の、または、犬の脚の形状が形成されており、これにより、各支持部材７１８は
、建物の係合部分７２０において水平に延び、次いで、係合領域７２４において鉛直方向
に向きを変え、支持部分７２０、７２２の組み合わさった幅を形成し、さらに、係合領域
からデッキ支持部分の内部に水平に延びるようになっている。係合領域７２４はデッキ支
持部分７２０及び建物係合部分７２２に溶接され、相互に結合されている。
【００８０】
　デッキ支持部分７２０及び建物係合部分７２２をＩ型梁で形成することが可能であり、
この場合には、このＩ型梁は二つのフランジからなり、これら二つのフランジはフランジ
の中央に位置するウェブにより相互に結合されている。建物係合部分７２２の下方のフラ
ンジはデッキ支持部分７２０の上方のフランジに溶接されている。フランジの片方の縁に
おいてＩ型梁の両側が溶接され、結合している。
【００８１】
　デッキ支持部分７２０及び建物係合部分７２２をＣ型梁で形成することが可能であり、
この場合には、このＣ型梁は二つのフランジからなり、これら二つのフランジはフランジ
一端に位置するウェブにより相互に結合されている。建物係合部分７２２の下方のフラン
ジはデッキ支持部分７２０の上方のフランジに溶接されている。フランジの片方の縁にお
いてＣ型梁の両側が溶接され、結合している。
【００８２】
　係合領域７２４の強度を増すためにガセットを設けることも可能である。例えば、ガセ
ットは梁の一端を閉じる一個または複数個のパネルから構成される。あるいは、係合領域
７２４には、支持部材７１８を強化するための一個または複数個のフランジまたは強化用
突起を設けることも可能である。
【００８３】
　支持部材７１８の形状は、デッキ支持部分７２０が建物７１４の床から延び、それによ
り、デッキ支持部分７２０の上面が床面と同じ高さ、あるいは、床面より低くなるように
なっている。一方、建物係合部分７２２は床面より高く、かつ、床面と対向している関係
にある。
【００８４】
　このため、デッキ支持部分７２０に支持されているデッキ７１６は建物７１４の床面と
同じ高さにある。これにより、ユーザーを危険に晒すことなく、あるいは、荷物を吊り上
げるための特殊装置を必要とすることなく、建物７１４の床とデッキ７１６との間の移動
が可能になる。
【００８５】
　デッキ７１６は固定デッキ部分７３０と可動デッキ部分７３２とを有している。可動デ
ッキ部分７３２は二つの形態の間で可動である。図７、９及び１１に示す第一形態におい
ては、可動デッキ部分は固定デッキ部分７３０から外側に延びている。可動デッキ部分７
３２は固定デッキ部分に係合しており、かつ、固定デッキ部分と同じ高さにある。固定デ
ッキ部分及び可動デッキ部分はデッキ７１６の上面の全体に延びる平坦なデッキプラット
フォームを形成している。デッキプラットフォームの周縁がプラットフォームの荷物受け
取り領域を画定している。
【００８６】
　図８、１０及び１２に最もよく示されているように、可動デッキ部分７３２は第二形態
に移行可能である。第二形態においては、可動デッキ部分７３２は鉛直方向に向きを変え
、固定デッキ部分７３０に対して直交する。可動デッキ部分は鉛直方向に対して９０度回
転可能であり、この回転により、固定デッキ部分７３０に対して直交する位置関係になる
。
【００８７】
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　第二形態に移行することにより、可動デッキ部分７３２は荷物受け取り領域から離れる
方向に移動し、これにより、プラットフォーム７１０の荷物受け取り領域に空間が形成さ
れる。デッキの可動部分も事故防止のための壁部を形成する。
【００８８】
　シート形状のレール７２６がデッキ７１６の縁に沿って延びている。
【００８９】
　支持部材７１８は、取り外し可能なプロップ（支柱）７２８その他の複数個の結合手段
を介して建物７１４と係合している。プロップ７２８は、建物の床の内部から最も離れた
位置にあり、かつ、デッキ支持部分７２０から離れた建物係合部分７２０の端部と係合し
ている。使用時には、プロップ７２８は支持部材７１８の端部と上の階の床の下面との間
を延びている。
【００９０】
　支柱７４０のフレームがデッキ７１６の下側に固定（例えば、溶接により）されており
、デッキのベース構造を形成している。
【００９１】
　使用時には、可動デッキ部分７３２が第二形態に移行することにより、デッキ７１６の
先端部分においてデッキ７１６全体にわたって（すなわち、デッキ７１６により形成され
る荷物受け取り領域にわたって）アクセス用通路が形成される。
【００９２】
　デッキ７１６に形成される空間により、クレーンまたは吊り上げ装置がアクセス可能な
大きさ及び形状を有するアクセス用通路７４４が形成される。このように、プラットフォ
ーム７１０の全体が建物７１４の内部に後退することは必要ではなく、本実施例の構造は
、より高剛性でありながら、より軽量とすることができる（スライド機構を設ける必要が
ないからである）。
【００９３】
　図１３乃至１９は組み合わせ式プラットフォーム８１０を示している。プラットフォー
ム８１０は建物８１４に固定可能な支持構造８１２を備えている。プラットフォーム８１
０はモジュラー式に設置された複数個のプラットフォーム８１１から構成される。モジュ
ラー式にすることにより、ユーザーはプラットフォームの大きさを選択して設置すること
ができ、さらに、同じプラットフォームを異なる形態において異なる位置に配置すること
ができる。
【００９４】
　各プラットフォーム８１１は支持構造８１２を備えている。支持構造８１２は、相互に
離れ、かつ、相互に平行な複数個の支持部材８１８を備えており、各支持部材８１８は建
物８１４の床の縁に直交する方向に延びている。各支持部材８１８のデッキ支持部分８２
０は建物８１４の縁から建物８１４の床を越えて延びている。支持部材８１８の建物係合
部分８２２は建物８１４の床に沿って延び、支持構造８１２を建物に対する所定の位置に
保持している。デッキ支持部分８２０は建物係合部分８２２と係合している。この係合は
、例えば、溶接によりなされる。例えば、構造体の全体溶接とすることができる。係合領
域８２４には支持部材において階段状の、または、犬の脚の形状が形成されており、これ
により、各支持部材８１８は、建物の係合部分８２０において水平に延び、次いで、係合
領域８２４において鉛直方向に向きを変え、支持部分８２０、８２２の組み合わさった幅
を形成し、さらに、係合領域からデッキ支持部分の内部に水平に延びるようになっている
。係合領域８２４はデッキ支持部分８２０及び建物係合部分８２２に溶接され、相互に結
合されている。
【００９５】
　デッキ支持部分８２０及び建物係合部分８２２をＩ型梁で形成することが可能であり、
この場合には、このＩ型梁は二つのフランジからなり、これら二つのフランジはフランジ
の中央に位置するウェブにより相互に結合されている。建物係合部分８２２の下方のフラ
ンジはデッキ支持部分８２０の上方のフランジに溶接されている。フランジの片方の縁に
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おいてＩ型梁の両側が溶接され、結合している。
【００９６】
　デッキ支持部分８２０及び建物係合部分８２２をＣ型梁で形成することが可能であり、
この場合には、このＣ型梁は二つのフランジからなり、これら二つのフランジはフランジ
一端に位置するウェブにより相互に結合されている。建物係合部分８２２の下方のフラン
ジはデッキ支持部分８２０の上方のフランジに溶接されている。フランジの片方の縁にお
いてＣ型梁の両側が溶接され、結合している。
【００９７】
　係合領域８２４の強度を増すためにガセットを設けることも可能である。例えば、ガセ
ットは梁の一端を閉じる一個または複数個のパネルから構成される。あるいは、係合領域
８２４には、支持部材８１８を強化するための一個または複数個のフランジまたは強化用
突起を設けることも可能である。
【００９８】
　あるいは、係合領域８２４には、支持部材８１８を強化するための一個または複数個の
フランジまたは強化用突起を設けることも可能である。
【００９９】
　支持部材８１８の形状は、デッキ支持部分８２０が建物８１４の床から延び、それによ
り、デッキ支持部分８２０の上面が床面と同じ高さ、あるいは、床面より低くなるように
なっている。一方、建物係合部分８２２は床面より高く、かつ、床面と対向している関係
にある。デッキ８１６、シート８１７及び支持部分８２０の頂点は同じ高さにあり、これ
らはデッキ８１６の平坦な表面を形成している。この表面は床８１４と同じ高さにある。
あるいは、デッキ８１６は床８１４から６ｍｍ、８ｍｍまたは１２ｍｍより上方にあって
もよく、または、床８１４上にあってもよく、さらには、床８１４に隣接し、床８１４及
びデッキ８１６と同じ高さの面を形成していてもよい。
【０１００】
　デッキ８１６はデッキ支持部分８２０により支持されている複数個のデッキシート８１
７を有している。デッキ支持部分８２０の位置は、デッキシート８１７が建物８１４の床
面と同じ高さになるように設定されている。これにより、安全性が向上し、さらに、物を
運搬するためのコストを削減することができる。
【０１０１】
　モジュラー式においては、デッキと支持構造とを同じ高さにすることにより、上向きの
梁をデッキ上において危険な位置に配置することなく、複数のプラットフォームを組み合
わせることができる。
【０１０２】
　少なくとも１個のデッキ８１６あるいは各デッキ８１６は固定デッキ部分８３０と可動
デッキ部分８３２とを備えている。可動デッキ部分は第一及び第二形態の間を移動可能で
ある。図１３及び１６に示す第一形態においては、可動デッキ部分は固定デッキ部分８３
０から外側に延びている。可動デッキ部分８３２は固定デッキ部分と係合しているととも
に、固定デッキ部分と同じ高さにある。固定デッキ部分及び可動デッキ部分はデッキ７１
６の上面全体にわたって延びる平坦なデッキプラットフォームを形成している。デッキプ
ラットフォームの周縁がプラットフォームの荷物受け取り領域を画定している。
【０１０３】
　図１４、１５、１７、１８及び１９に最もよく示されているように、可動デッキ部分８
３２は第二形態に移行可能である。第二形態においては、可動デッキ部分８３２は鉛直方
向に向きを変え、固定デッキ部分８３０に対して直交する。可動デッキ部分は鉛直方向に
対して９０度回転可能であり、この回転により、固定デッキ部分８３０に対して直交する
位置関係になる。
【０１０４】
　図１４に示すように、各可動デッキ部分は固定デッキ部分８３０に対して整列する位置
から外れることがある。
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【０１０５】
　図１５、１７、１８及び１９に示されているように、１個の可動デッキ部分８３２が固
定デッキ部分８３０に対して整列する位置から外れ、鉛直方向に向きを変えている。
【０１０６】
　この状態においては、複数個のデッキシート８１７か相互に結合している。デッキ支持
部分８２０は、デッキの荷物受け取り領域の全域が縁と同じ高さになるような位置にある
。デッキ支持部分８１８は建物８１４の床面と同じ高さに位置し、デッキシート８１７は
同じ高さに位置している。
【０１０７】
　第二形態に移行することにより、可動デッキ部分８３２は荷物受け取り領域の外に移動
し、これにより、プラットフォーム８１０の荷物受け取り領域に空間が形成される。
【０１０８】
　シート形状のレール８２６がデッキ８１６の縁に沿って延びている。
【０１０９】
　支持部材８１８は、取り外し可能なプロップ（支柱）８２８その他の複数個の結合手段
を介して建物８１４と係合している。プロップ８２８は、建物の床の内部から最も離れた
位置にあり、かつ、デッキ支持部分８２０から離れた建物係合部分８２０の端部と係合し
ている。使用時には、プロップ８２８は支持部材８１８の端部と上の階の床の下面との間
を延び、プラットフォーム８１０を所定の位置に保持している。図においては、二つのプ
ロップ８２８が、二つのモジュラー式プラットフォームが出会う位置８２９に配置されて
いる。
【０１１０】
　支柱８４０のフレームがデッキ８１６の下側に固定（例えば、溶接により）されており
、デッキのベース構造を形成している。
【０１１１】
　使用時には、可動デッキ部分８３２が第二形態に移行することにより、デッキ８１６の
先端部分においてデッキ８１６全体にわたって（すなわち、デッキ８１６により形成され
る荷物受け取り領域にわたって）アクセス用通路が形成される。
【０１１２】
　デッキ８１６に形成される空間により、クレーンまたは吊り上げ装置がアクセス可能な
大きさ及び形状を有するアクセス用通路８４４が形成される。このように、プラットフォ
ーム８１０の全体が建物８１４の内部に後退することは必要ではなく、本実施例の構造は
、より高剛性でありながら、より軽量とすることができる（スライド機構を設ける必要が
ないからである）。
【０１１３】
　本実施例のプラットフォームは、建物の床の縁を越えて作業を行うことを可能にする延
長面を供給するという利点を提供するとともに、移動に対する障害を少なく維持しつつ、
同じ高さの面による利点をも維持している。これは犬の脚の形をした支持構造によるもの
であり、この支持構造は建物の縁において水平方向から鉛直方向に向きを変え、さらに、
支持構造の上面が床面にあるようにして、支持構造の高さを低くして水平方向に戻る。
【０１１４】
　このプラットフォームは、さらに、シンプルなシステムを提供する。このシステムによ
り、プラットフォームの一部が荷物受け取り領域の外に移動することにより、プラットフ
ォーム間における荷物その他の物の移動用の通路が形成される。
【０１１５】
　図２０に示す他の実施例においては、幅の狭いプラットフォーム９１０が使用される。
プラットフォーム９１０はその長さよりも小さい幅を有している。
【０１１６】
　支持構造９１２は相互に離れ、かつ、相互に平行な二つの支持部材９１８を備えている
。支持部材９１８は建物９１４の床の縁に対して直交する方向に延びている。各支持部材
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９１８のデッキ支持部分９２０は建物９１４の縁から建物９１４の床を越えて延びている
。支持部材９１８は建物係合部分９２２を有しており、建物係合部分９２２は建物９１４
の床に沿って延び、支持機構９１２を建物に対しての所定の位置に保持している。デッキ
支持部分９２０は建物係合部分９２２と係合している。この係合は、例えば、溶接により
なされる。例えば、構造体の全体溶接とすることができる。係合領域９２４には支持部材
において階段状の、または、犬の脚の形状が形成されており、これにより、各支持部材９
１８は、建物の係合部分９２０において水平に延び、次いで、係合領域９２４において鉛
直方向に向きを変え、支持部分９２０、９２２の組み合わさった幅を形成し、さらに、係
合領域からデッキ支持部分の内部に水平に延びるようになっている。係合領域９２４はデ
ッキ支持部分９２０及び建物係合部分９２２に溶接され、相互に結合されている。
【０１１７】
　係合領域９２４には、支持部材９１８を強化するための一個または複数個のフランジま
たは強化用突起を設けることも可能である。
【０１１８】
　支持部材９１８の形状は、デッキ支持部分９２０が建物９１４の床から延び、それによ
り、デッキ支持部分９２０の上面が床面と同じ高さ、あるいは、床面より低くなるように
なっている。一方、建物係合部分９２２は床面より高く、かつ、床面と対向している関係
にある。
【０１１９】
　デッキ９１８はデッキ支持部分９２０に支持されている。デッキ支持部分９２０の位置
はデッキ９１６が建物９１４の床面と同じ高さにあるように設定されている。
【０１２０】
　シート形状のレール９２６がデッキ９１６の縁の全長に沿って延びている。
【０１２１】
　支持部材９１８は、取り外し可能なプロップ（支柱）９２８その他の複数個の結合手段
を介して建物９１４と係合している。プロップ９２８は、建物の床の内部から最も離れた
位置にあり、かつ、デッキ支持部分９２０から離れた建物係合部分９２０の端部と係合し
ている。使用時には、プロップ９２８は支持部材９１８の端部と上の階の床の下面との間
を延び、プラットフォーム９１０を所定の位置に保持している。
【０１２２】
　支柱９４０のフレームがデッキ９１６の下側に固定（例えば、溶接により）されており
、デッキのベース構造を形成している。
【０１２３】
　図２１に示すように、複数個の狭幅のプラットフォーム９１０とプラットフォーム７１
０とを組み合わせて使用することができる。図２１に示した態様においては、狭幅のプラ
ットフォームは可動デッキ部分を備えていない。プラットフォーム７１０は可動デッキ部
分を備えている。
【０１２４】
　支持構造を構成する梁はＩ型梁とすることができる。あるいは、支持構造を構成する梁
はＣ型梁あるいはＣ型チャネルとすることができる。Ｃ型梁及びＣ型チャネルをモジュラ
ー式構造に用いることにより、Ｉ型梁の形状の代用とすることができる。Ｃ型梁をボルト
その他の手段により結合して用いると、単一のＩ型梁と同等の構造を形成することができ
る。チャネルの全長にわたってボルトで結合することも可能である。これにより、二つの
Ｉ型梁の余分な幅を必要とすることなく、支持構造を形成することができる。この場合、
二つのプラットフォームが遭遇する地点において二つの支柱を用いることは必要ではない
。
【０１２５】
　本発明の範囲を逸脱しない範囲において、上述の各構成要素に対して変形や改良を加え
ることができる。
【０１２６】
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　例えば、他の方法により支持構造を建物に固定することができる。他の方法には、支柱
やブラケットを様々な形状に配置したものが含まれる。
【０１２７】
　アクセス用通路は、アクセスする対象の設備に応じて、様々な形状及び大きさに設定す
ることができる。可動部分は他の形状を取ることも可能であり、さらに、他の機構を用い
て第一形態及び第二形態の間を移動するようにすることもできる。ただし、可動部分がデ
ッキ上を後退するようにすることが好ましいが、最も広い態様においては、可動部分がデ
ッキ上を後退することは必ずしも必要ではない。それに代えて、可動部分はデッキに対し
て回動することによりデッキから離れるようにしてもよく、あるいは、デッキの下方に回
動するようにしてもよい（例えば、跳ね上げ戸のように）。あるいは、可動部分はデッキ
の下方を後退するようにしてもよい。
【０１２８】
　可動部分は手動で動かすようにしてもよい。あるいは、ユーザーが遠方から可動部分を
第一及び第二形態の間で移動させることができるように、モーターを用いて可動部分を駆
動することも可能である。
【０１２９】
　側壁あるいは側壁の一部を可撓性材料で形成し、または、可動部分の位置に応じて移動
させることができる折り曲げ可能な構造とすることもできる。
【０１３０】
　請求の範囲及び本発明の上記の説明においては、特に指定した場合を除いて、「備える
」、「有する」、「構成される」などの語は非限定的な意味において使用されている。す
なわち、明示した特徴を含むものであるが、本発明の各実施例における他の特徴の追加を
排除するものではない。

【図１】 【図２Ａ】
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